


男が女になるって、どういうこと?

ヒジ三ラの国のアリスは途方に暮れた。
13才の少女シュエータは思春期の多感な時期。ある日、叔父ガウタムがきらび

やかに女装しているところを目撃し、ショックを受ける。問い詰めるシュエータ

に叔父は、自分は生まれつき体は男だが心は女だったと告白する。そしてまも

なく始まるクーヴァガム村の祭で、女として生きることを誓うしおりしも両親は

不在、家を出た叔父を少女は追う。

しかし、村への道は、祭に参加するオネエ言葉のヒジュラたちで一杯。その

うえ、北インドからやって来たオカマちゃんキャラのボ、ビーが、道案内させ

ょうとシュエータを追い回す。ボビーは祭の前日に行われる「美

人コンテストに出るの」と言う。「最悪!Jと嘆くシュエータだが、

結局ボビーとふたりで旅するはめに。最初はボビーを拒ん

で、いたシュエータだが、ふとしたきっかけで、心を闘しそ

して叔父のような人聞は大勢いて、みな周囲の無理解でぢ
苦難の人生を送っていることを知る。こうしてシュエータは、

ボピーに導かれ、全〈知らなかった世界を体験していくの

だった。はたして叔父さんとシュエータの運命は?
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30万人もの人が集まるJ
本物の祭典が舞台!
南インドの小さな村クーヴァガムの祭は、実在する女装フェスティバノレ。いつしか

ヒジュラと呼ばれるインド特有のトランスセクシヤノレたちが集まる一大フェスティバノレと

して大きな注目を集めるようになった。映画はその祭の模様を活写しながら、性同

性障害の問題を少女の視点から描いていく。監督はインドのカリスマ撮影監督サン

トーシュ・シヴァン。全篇に乱舞する色彩の美しさとカメラワークの自在さは特筆も

のだ。娯楽性とメッセージ性が絶妙にブレンドされた、ちょっと「濃い」清新な秀作

である。また、登場するトランスセクシヤノレたちはもちろんすべて実際の人々O 堂々と自

己を主張する彼女たちの祭典が今、始まる!! 地率必怠札

ヒジミラとは?
インドの女装芸人集団。実際に性転換した者も女装だけの者もい

るが、心は女である。祝い事の席で踊りを披露する芸能者として、そ

の存在は古くからインドの伝統社会に根づいている。数年前に漫画

家の西原理恵子が取材し「ヒジュラで、きるかな」を描いたことでも有名。
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